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研究成果の概要（和文）：100人単位の受験者が一斉に試験に参加し、その試験結果を自動的に採点、個々の受
験者データを収集、分析することが可能なウェブベースのベトナム語習得度試験システムを構築した。台湾国立
成功大学と大阪大学が共同で実施する「国際ベトナム語能力試験」の内容に準拠した仕様を目指した。システム
の実運用面での評価に加え、検定試験の内容及び実施体制の構築に関しても、台湾国立成功大学との綿密な打ち
合わせを通じて、レベルAの内容を皮切りに、日本初の「国際ベトナム語能力試験」を実施することに成功し
た。

研究成果の概要（英文）：We developed a web-based system for the evaluation of Vietnamese proficiency
 of the Japanese learners of Vietnamese. The system can automatically calculate the examinees’ 
scores, collect and analyze their data. We also evaluated the system to make it available for the 
International Vietnamese Proficiency Tests (iVPT) which are carried out under the cooperation of 
National Cheng Kung University, Taiwan, and Osaka University, Japan. In addition, we succeeded in 
realizing the first iVPT held in Japan, for the time being for level A only, through long-time 
detailed discussions with National Cheng Kung University.

研究分野： 外国語教育

キーワード： ベトナム語習得度試験システム　国際ベトナム語能力試験　ベトナム語教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
外国語としてのベトナム語は、一般的に見て依然学習機会の少ない言語のひとつとみなされるにもかかわらず、
日本におけるベトナム人人口の急激な増加と共にその学習の需要も急激に高まりつつある。ところが、世界的に
見てもその習得度を客観的に測る有効な検定試験の類がまだ極めて少ない。そこで、台湾で実施されている「国
際ベトナム語能力試験」を日本で初めて実施するべく議論を重ね、遂に成功させたことは大きな意義を有する。
また、その試験の形式と内容に則した形でウェブベースの試験システムを構築できたことは、今後の多様な試験
形態への対応を可能にした点で意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 2006 年以降日本とベトナムが「戦略的パートナーシップ」を目指すことに同意して以来、
2008 年の両国経済連携協定締結、それに伴う看護師・介護福祉師候補者への研修事業など、日
本とベトナムの関係が年々密になりつつある（古田元夫『ベトナムの世界史 増補新装版』2015 
年、東京大学出版会）。特にベトナム人技能実習生、看護・介護福祉師候補者の来日に伴い、日
本全国の日本語学校の様子が一変した。これまで多くを占めた中国人留学生が一気にベトナム
人留学生に入れ替わったという事実が数年前より方々から聞こえてくるようになった。そのよ
うな中、彼らに日本語を教える日本人教師達が、急速に増加するベトナム語母語話者を目の前に、
その言語・文化を理解する必要性に迫られている。中には定期的にベトナムの専門家を招いてベ
トナムの言語・文化を学ぶ機会を講師研修として行う日本語学校や、日本語とベトナム語の比較
対照研究を本格的に行うことによりベトナム人学習者への効率的な日本語教育を目指そうとす
る教師も生じつつあるといった状況である。一方、ベトナム本国での日本語教育界も急速に発展
しており、ベトナム人日本語教師の日本留学者数も急速に増加している。このような状況の中、
我が国におけるベトナム語教育の基礎固め、その評価システムの確立と同時に、評価方法をソフ
ト・ハード両面から整備することが急務である。しかし、日本でベトナム語を教える中等・高等
教育機関は徐々に増えつつあるとは言え、もとよりその絶対数は極めて限られており、尚且つ言
語を専門とする人材は実のところ片手で数えられる程度の数に過ぎない。 
 
(2) 以上のような状況の下、研究代表者自身はこれまでベトナム語検定試験の構築に向けて幾つ
かのテーマに取り組んできた。その内容は大きく 2 つに分けることができる。その一つはレベ
ル別到達度を具体的に設定するための研究（科研費基盤研究(C)「日本人学習者を対象としたベ
トナム語検定試験制定のための基礎的研究」H22～24、研究課題番号 22520562）、今一つは、
レベル別試験問題作成支援ツールの開発研究である（科研費基盤研究(C)「レベル別ベトナム語
教材作成支援システム開発のための基礎的研究」H25～27、研究課題番号 25370714）。前者に
関しては、主に語彙と文法事項を軸として、Ａ・Ｂ・Ｃの 3 レベルに分けられた語彙集と文法
項目のリストを作成した。従来の教材分析の基礎の上に作成したところ、例えば語彙リストにお
いては、レベルＡ（初級レベル）所収の語彙数がレベルＢ・Ｃに比べて倍以上の数となってしま
ったことから、後継研究課題においてはレベルＡをさらに 2 段階に分けて、Ａ１を入門レベル、
Ａ２を初級レベルと定義しなおした。文法項目に関しては、ベトナム語の場合、何を以って文法
項目と称するかが困難であることから、レベルＡではいわゆる文法語彙（機能語）を中心に学習
項目を作成し、レベルＢでは句の中心要素となる語の品詞別に学習項目を作成した。そしてレベ
ルＣでは、主に修辞的技法を中心に評価する項目を作成した。一方後者、つまり問題作成支援ツ
ールの開発に関しては、レベル分けした語彙リスト（文法語彙を含む）に基づき、対象となる文
章の中に、各レベルの語彙がどのような割合で含まれているのかを自動的に判断する、言わばベ
トナム語版「リーディングチュウ太」を開発した。このシステムを利用することによりレベル別
問題作成の効率が急速に上がることがわかった。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 以上の背景の下で研究代表者が開発した、レベル別ベトナム語教材開発支援システムを利用
することにより、作成されたレベル別検定試験をウェブ上で公開し、試験・自動集計・評価が行
えるシステムの開発を目指し、その基礎的研究を行うことを目的とした。 
 
(2) 従来ベトナム語検定試験の構築を目指し、その基礎的研究に従事してきたが、ソフト・ハー
ド両側面に亘る様々な問題がその実現を阻んできた。そこで、本研究によりウェブ上で受験可能
な環境を整えることにより、これまで指摘されてきた問題をクリアしたいと思うに至った。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 最初の作業としては、システム開発の準備作業として類似システムの分析作業とその応用、 
問題データベースの構築、プロタイプの構築である。まず類似システムとして、既に科研費研究
課題として開発された日本語能力試験を対象としたシステムがある（科研費基盤研究(A)「イン
ターネット上でアクセス可能な日本語能力試験の開発に関する基礎的研究」、研究代表者：西原
鈴子、研究課題番号：15202012）。また、英語に関しては当然のことながら英検はじめ TOEIC 等
CBT の機会を提供する検定試験は数多い。それら先行類似システムの分析は重要な前提作業と
なる。特に日本語能力検定試験に関しては、これまで様々な面で参考としてきたことから今回の
システムにおいてもその知見を大いに活かすこととなった。 
 
(2) 次いで問題データベースの構築作業について、レベル別試験問題作成のための支援ツール
の語彙レベルを入門・初級・中級・上級の 4 段階に再定義しなおした上で、従来の問題作成方
法にしたがって問題データベースを作成する。問題の種類としては、例えば入門レベルの場合、
発音同定問題（母音・子音・声調）、語彙問題（漢越語の漢字同定、純ベトナム語の同意語・反



意語選択、意味の場を共有する語彙の選択）、文法問題（相応しい機能語の選択問題、訳文選択
問題）、文章読解問題、文章聴解問題等が挙げられる。同様の作業を初級・中級・上級レベルに
対しても行い、各レベルの問題を作成し随時それを DB 化すると同時に、その DB サーバを構築
する。 
 
(3) そして、プロトタイプの開発作業である。プロトタイプシステムの開発には、大きく分けて
2つの作業がある。その一つが問題公開用サーバの構築、もう一つが各種プログラムの作成であ
る。問題公開用サーバの構築に当たっては、利用可能な既存の CMS あるいは LMS を有効活用す
ることを検討する。その際ポイントとなるのは当該システムの多言語（特にベトナム語）対応状
況の見極めである。今のシステムはほとんどの場合文字コードとして Unicode を採用しており
基本的には多言語対応となっているが、実際に利用してみると細部で様々な問題に出くわす。そ
れらの問題を解決した後、次に試験として相応しい GUI を構築し、あらゆるパターンの問題形
式に対応したページテンプレートを作成する。上述の通り音声言語の理解が日本人にとって重
要な意味を有するベトナム語を対象とすることから、基本的にリスニングを受験者に課す問題
のパターンが比較的多いことが想定される。特に入門レベル・初級レベル・中級レベルでは大量
の音声データを扱うことが想定される。一方上級レベルでは修辞的能力を主眼とすることから、
テキストベースの問題の割合が比較的増加するものと想像される。それらをウェブ上で提示し
た場合、音声に関してはアクセス速度、テキストに関しては文字フォント表示の問題等を検討す
る。次いで各種プログラムの作成作業であるが、最初に必要な機能は言うまでもなく問題提示
（テキスト＋音声）と回答入力である。次いで、入力された回答を集計、評価、採点するシステ
ムである。回答の集計は後の試験問題の評価・分析の際に利用されることとなるが、評価・採点
は試験結果そのものに反映されることとなる。評価に基づいて自動的に採点されたものを受験
者にフィードバックする機能も最後のプロセスとして必要である。なおプロトタイプ構築段階
で想定する試験形式は、ほぼ全ての問題を選択方式に統一することとしており、システムの安定
稼動が確認された段階で徐々に試験形式の多様化について検討する。 
 
(4) 当該システムの開発には、ベトナム語を対象としたシステム開発に実績のある技術者の全
面的な協力を必要とする。従来工科系の大学でベトナム語を対象とした自然言語処理技術を駆
使した多くの研究がなされてきたが、それを実用レベルにまで応用した例となると極めて限ら
れると言わざるをえない。そのような中、幸いにもベトナム語を対象に様々な安定したシステム
を実現した実績を有する WBC Vietnam Co.Ltd の協力を全面的に仰ぐことが叶った。 
 
４．研究成果 
 
(1) 以上の方法により、ウェブを利用したベトナム語習得度試験システムの開発に成功した。ま
た、その過程で台湾国立成功大学が台湾で実施してきた International Vietnamese Proficiency 
Tests（iVPT）の共同開催が実現し、システムとコンテンツ両面での大きな成果が得られた。 
 
(2) まず、システム面においては、
Microsoft エクセルの形式で準備されたテ
ンプレートに受験者情報、問題テキスト、
及び問題用画像ファイルを入力し、システ
ムに読み込むだけで、ウェブ上で受験可能
なシステムが実現した。受験者は、図１に
見られるような GUI にしたがって、問題を
解いてゆくことができる。当初予定してい
た音声や動画再生の方法に関しては、往々
にしてサーバ依存的な部分があるので、今
後の課題となる。 
 
(3) 受験が終了すると、個々の受験者及び
グループ毎の受験者全体のデータを収集
し、分析する必要がある。まず個々の受験者
に関しては、図２のように自動的に試験結
果が表示され、個々の問題に対する回答も
示される。試用段階では、日本における主要
なベトナム語教育機関（大阪大学、神田外語
大学、大東文化大学、神田外語学院、関東国
際高校）の協力を得て、約 60 人の受験者デ
ータを収集することができた。また、最終年
度には、様々なプラットフォーム上でのシ
ステムの動作確認を行った。 
 

図 1 ウェブシステム回答画面 

図 2 回答結果表示画面 



(3) 台湾国立成功大学は（現状では台湾国内で）「国際ベトナム語能力試験」を実施しており、
その視察を経て、まず台日共同実施を実現するべく打ち合わせを行った。その打ち合わせを通じ
て、まずはレベル Aの試験を日本初の「国際ベトナム語検定試験」として実施することに成功し
た。また、各レベルに配置された問題群が日本人ベトナム語学習者にとって妥当な内容かどうか
の分析を行うことができ、統計分析の方法を駆使することにより、概ねその問題の妥当性が証明
された。 
 
(4) 当然のことながらレベルが上がるに従って受験者の数も限られてゆくものと想像されるこ
とから、上位レベルの受験者数を確保する意味でも、ベトナム本国の各大学でベトナム語を学ぶ
日本人留学生にも協力を仰ぐことを検討した。中でも課題代表者の所属研究機関が学術交流の
実績を有するホーチミン市人文社会科学大学、同様に日本人ベトナム語学習者を多く受け入れ
ており課題代表者所属研究機関からも夏季語学研修先として共同で研究・教育に携わってきた
ハノイ人文社会科学大学の各学部・センターにも引き続き協力を仰ぎ、今後の継続研究の可能性
について議論した。 
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